
昨年 9 月、福岡市が、国民健康保険証に

臓器提供の意思表示欄を設けることを決定。

滋賀県では、本年４月から県内全ての国民

健康保険証(44 万 3500 人)に意思表示欄が

設置されました。福岡県岡垣町も今年の 4 月

から実施。厚生労働省は、政府管掌健康保

険の被保険者証(３６００万人)のカードの裏に

臓器移植の意思表示欄と署名欄を設ける計

画があります。更に脳死移植手術に保険適

応が開始されました。 

私は、保険証に臓器移植のドナー登録が

できるよう、福岡県が市町村に働きかける責

務があると質問しました。 
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ある知的障害者の方が、就職のために自動車運

転免許を取得しようと決意。 
自分の貯金と市からの助成金を足して自動車

学校へ。補習が続き社会福祉協議会の更正資金を

借りようとした。しかし、世帯以外の保証人が必

要でしかも補習費には貸せないと断られた。 

 私は、障害者が自立しようとする意志を大事に

し、利用しやすい制度に変えるべきだと４点にわ

たり知事に質問しました。 

福岡県議会の６月定例議会が、６月５日から２２日までの日程

で開かれました。私(新開昌彦)は、今回も市民相談の中から一般

質問を行いました。 

知事は、普及に努めることを明言。  
知事は、保険証の更新は、福岡市が２

年に１回、その他の市町村については、

毎年行っております。 
国民健康保険証への臓器提供意思表

示欄の設置につきましては、臓器移植の

推進に有効な手段と考えられますので、

県といたしましても、県下の市町村に対

し情報提供を進めてまいります。と答弁

しました。 

知事は、仕組みを変えると答弁。 
① 運転免許の補習費用は、障害者の実情に合

った運用ができないか、事業の実施主体で

ある県社会福祉協議会と協議します。 
② 障害者の方にとって、ひとつの窓ロでより

多くの情報が得られるようにすることは、

非常に重要なこと。それぞれの窓口で的確

な回答や情報提供ができるよう努めます。

③ 障害者の方に対する各種支援策も、制度の

再点検や手続の簡素化に努めます。 
④ 連帯保証人については、制度の安定的な運

営のために必要と答弁。  
私は、連帯保証人は制度を精査すれば、はず

すことができるはずと強く要望しました。 

木庭健太郎氏                           新開昌彦 

 

公明党が参院選、統一選で公認発表 

 公明党は、明年夏の参院比例区に現職の木庭健太郎氏ら７人を、選挙区に現職５人

を公認しました。また、明年４月の統一地方選挙のうち、福岡県議選(早良区)に、現職の

新開昌彦を、福岡市議選(早良区)に現職の久保浩、黒子秀勇樹両氏を公認しました。 
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弘済学園 
知的障害、自閉症児者のための総合リ

ハビリテーション施設。徹底した個別支援
プログラムの実施によって子ども達の落ち
着いた笑顔が印象的でした。 

 

「ふっけい安心メール」 (警察の不審者情報) 

http://www.police.pref.fukuoka.jp/  
「防災メール・まもるくん」 

http://www.bousai.pref.fukuoka.jp/ 
防災情報、安否情報、避難勧告、JR 運行状況、熱中症

指数、花粉情報、紫外線指数など情報が満載。 
 

QR コードの使い方 
 

1. QR コード対応の携帯
電話で QR コードを撮
り、読み取ります。 

2. URL が表示されます。
URL はクリックすると
新開昌彦ブログにアク
セスできます。 

http://blog.goo.ne.jp/shinkaimasahiko/ 

是非、登録してください。 

携帯QRコード 

6 月 10 日早良市民センターで第３回県政報告会を開催

しました。今回は、ゲストとして男女・子育て環境改善研

究所の樺嶋ゆきえ室長に西新校区をモデルとした非行

防止プログラムの講演をお願いしました。 

私は、この一年、警察の不審者情報の発信や交番と

地域、学校の関わりについて取り組んできました。また、

私の議会質問は、全て市民相談からであり、地震対策、

障害者対策、臓器移植、就学援助などの取組を紹介。

会場からは、癌対策や地域の要望も承りました。 

最後に竹田龍之助前西新校区自治協議会会長が地

域と議員の役割について話され激励を受けました。 

高尾山学園 
不登校になってしまった小中学生が安

心して通える学校として平成１６年４月に開
校。一人ひとりに行き届いた教育が実り、
子ども達は、毎日この学校に通ってきてい
ます。  【写真:サッカーを楽しむ子ども達】 

 

県政報告をする新開昌彦県議

 

 

最後までご清聴いただいた会

場満席の皆様 

爽やかな演奏(岩田智恵子様)と

唱(浜田信子様)をご披露頂く 

 
非行防止環境プログラムの講演

をする樺嶋ゆきえ様 

西新校区を調査する子ども達

 公明党福岡県

議団は、子ども達

の健全育成のた

めに、不登校児童

が通う八王子市

立「高尾山学園」

と神奈川県の発

達障害支援セン

ター「中井やまゆ

り園」、強度行動

障害の療育・支援

施設「弘済学園」

を視察しました。


